
　地盤の専門家の井上正三氏と構造　地盤の専門家の井上正三氏と構造
の専門家の河本弘氏をお招きして、の専門家の河本弘氏をお招きして、
1111月月2626日開催しました。日開催しました。3030年以内年以内
に予想される南海大地震に対する不に予想される南海大地震に対する不
安感や、安感や、耐震偽造問題で建築工事全耐震偽造問題で建築工事全
てに不信感を持たれている昨今の状てに不信感を持たれている昨今の状
況の為か多数の参加を頂きました。況の為か多数の参加を頂きました。
　１項目は奈良県下で予想される地　１項目は奈良県下で予想される地
震やその被害予想について、震やその被害予想について、又、又、宅宅
地、地、建物の被害について、建物の被害について、上部構造上部構造
に起因するもの、に起因するもの、地盤に起因するも地盤に起因するも
のなどについて、のなどについて、これから建築をすこれから建築をす
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昨
年
様
々
な
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
が
、改

め
て
見
て
行
く
と
そ
の
原
因
が
似
通
っ
て
い
る

事
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。昨
年
の
７
本
の
木
通
信

２
月
号
で「
違
法
建
築
の
功
罪
」
と
題
し
て
確

認
申
請
の
問
題
点
を
提
議
し
ま
し
た
が
、今
回

の
構
造
計
算
書
偽
装
事
件
の
問
題
は
形
骸
化
し

た
こ
の
建
築
確
認
制
度
の
シ
ス
テ
ム
の
盲
点
を

つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
構
造
偽
装
事
件
で
す
が
、マ
ン
シ
ョ

ン
と
ホ
テ
ル
に
集
中
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が

携
わ
っ
て
い
る
個
人
住
宅
は
、こ
れ
ら
の
不
特

定
多
数
者
を
対
象
と
し
て
い
る
建
物
（
マ
ン

シ
ョ
ン
も
言
い
換
え
れ
ば
高
層
建
て
売
り
住
宅

と
言
え
ま
す
）と
違
い
、建
築
主
に
と
っ
て
設

計
か
ら
施
工
ま
で
顔
が
見
え
や
す
い
種
類
の
分

野
だ
け
に
、こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
り
に
く

い
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
の
偽
装
や
捏
造
事
件
は
牛
肉
等
食
品
の
産

地
偽
装
を
は
じ
め
社
会
の
多
く
の
シ
ー
ン
で
起

こ
っ
て
い
て
、現
代
社
会
共
通
の
現
象
と
い
え

そ
う
で
す
。多
く
の
生
産
現
場
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、職
能
の
分
業
化
が
各
々
の
当
事
者
意

識
の
欠
如
を
生
み
、多
種
多
様
の
欠
陥
問
題
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
の
で
，
他
者

を
慮
り
各
職
域
で
知
恵
を
出
し
合
い
、い
い
も

の
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
思
考
と
仕
組
み
が
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
も
う
一
つ
、異
常
寒
波
に
よ
る
新
潟
の
大
停

電
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
件
で
し
た
。そ
し
て

今
回
浮
上
し
た
問
題
点
の
一
つ
が
イ
ン
フ
ラ
の

あ
り
か
た
に
あ
り
ま
す
。
電
力
や
水
道
、
ガ
ス

を
は
じ
め
鉄
道
等
公
共
的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ュ
ア
は
、あ
ら
ゆ
る
状
況
に
備
え
２
重
３

重
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
電
気
の
供
給
に
つ
い
て
は
、も
し
シ

ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
し
て
も
他
の
地
域
か
ら
の
供

給
に
よ
り
補
完
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う

　あけましておめでとうございます。　あけましておめでとうございます。

皆様のお手元にこの皆様のお手元にこの「「77本の木通信」本の木通信」が届くころはが届くころは11月の下旬で、月の下旬で、新年の挨拶としては遅いですが新年の挨拶としては遅いですが

お許しください。お許しください。1212月は京阪神でも強い寒気が流れ込んできて大雪でしたが、月は京阪神でも強い寒気が流れ込んできて大雪でしたが、11月に入っても強い月に入っても強い

寒気が流れ込み冷え込みます。寒気が流れ込み冷え込みます。皆様いかがお過ごしでしょうか。皆様いかがお過ごしでしょうか。

　建築業界は昨年の構造計算書偽装問題が尾を引く年になりそうです。　建築業界は昨年の構造計算書偽装問題が尾を引く年になりそうです。リコール問題などで企業のリコール問題などで企業の

モラルや透明化が騒がれている時期に、モラルや透明化が騒がれている時期に、建築業界の一部ではとんでもない事を企んでいる人々がい建築業界の一部ではとんでもない事を企んでいる人々がい

た事に私は愕然としました。た事に私は愕然としました。いま建築業界はもとより法曹界、いま建築業界はもとより法曹界、行政などの関係者が問題点を洗い出行政などの関係者が問題点を洗い出

していますが、していますが、誰もが納得のいく抜け道のない素直な解決策を提案してほしいものです。誰もが納得のいく抜け道のない素直な解決策を提案してほしいものです。

◆前回のセミナー報告◆◆前回のセミナー報告◆

　　　　

で
す
が
、周
波
数
が
異
な
る
と
不
可
能
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
周
波
数
の
違
い
は
、明
治
時
代
に

導
入
の
発
電
機
が
関
西
圏（
60
サ
イ
ク
ル
＝
米

国
製
）と
関
東
圏（
50
サ
イ
ク
ル
＝
ド
イ
ツ
製
）

で
違
っ
て
い
た
の
が
今
に
至
っ
て
い
る
そ
う

で
、世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
電
化
製
品
を

生
み
出
す
日
本
が
、こ
の
矛
盾
点
を
ず
っ
と
放

置
し
て
き
た
事
に
呆
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
件
で
さ
ら
に
問
題
を
大

き
く
し
た
の
は
生
活
習
慣
や
暖
房
器
具
の
問
題

で
し
た
。安
全
性
や
利
便
性
の
名
の
下
に
普
及

し
た
、
主
要
暖
房
器
具
で
あ
る
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
は
通
電
し
な
い
と
稼
働
し
な
い
為
、各
家

庭
は
寒
さ
に
震
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

す
。
　
私
た
ち
が
住
宅
の
設
計
を
し
て
い
て
も
、雪

だ
る
ま
式
に
膨
ら
ん
で
行
く
コ
ン
セ
ン
ト
に
驚

く
事
が
多
い
の
で
す
が
、電
化
製
品
な
し
で
は

生
活
が
出
来
な
い
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。利

便
性
を
得
る
為
に
大
切
な
も
の
を
無
く
し
、社

会
に
過
剰
な
負
荷
を
か
け
て
い
る
と
し
た
ら
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
電
化
製
品
を
排
除

し
て
み
る
試
み
も
必
要
な
事
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
信
州
で
開
発
中
の
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
電
気
が
な
く
て
も
う
ま
く

稼
働
で
き
る
そ
う
で
、停
電
時
で
も
機
能
す
る

よ
う
で
す
。

　
最
近
の
住
宅
は
、昔
に
く
ら
べ
る
と
い
や
お

う
な
く
高
性
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
暮

ら
し
方
も
道
具
類
も
こ
の
環
境
に
上
手
く
シ
ン

ク
ロ
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。例
え
ば
暖

房
器
具
の
一
つ
「
湯
た
ん
ぽ
」
が
今
見
直
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
感
性
に
身
近
な

ロ
ー
テ
ク
な
道
具
が
自
由
に
見
直
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
ど
ん
ど
ん

採
用
さ
れ
て
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。自
分
た
ち
の
背
丈
に
あ
っ
た
技
術

と
暮
ら
し
に
は
、こ
の
よ
う
な
偽
装
や
捏
造
な

ど
と
は
無
縁
の
世
界
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
田
・
記
）

る時の留意点をわかりやすく講義しる時の留意点をわかりやすく講義し
ていただきました。ていただきました。
　２項目は木造住宅の地震に耐える　２項目は木造住宅の地震に耐える
メカニズムについて、メカニズムについて、EEディフェンスディフェンス
での木造住宅の振動実験の紹介と共での木造住宅の振動実験の紹介と共
に、に、映像や動画を交えてやさしく講映像や動画を交えてやさしく講
義していただきました。義していただきました。参加者から参加者から
は、は、地盤や基礎、地盤や基礎、構造などについて熱構造などについて熱
心な質問があり、心な質問があり、時間もオーバして時間もオーバして
終了しました。終了しました。
                          　　　　（松本　　　　（松本・・記）記）



　　日本に存在している木造の搭で、日本に存在している木造の搭で、過去の地震で倒れた過去の地震で倒れた

という記録は、という記録は、一件だけだそうです。一件だけだそうです。あの阪神大震災であの阪神大震災で

も木造の搭をまねして造ったコンクリート造の搭は倒れも木造の搭をまねして造ったコンクリート造の搭は倒れ

て、て、木造の搭は倒れなかった様です。木造の搭は倒れなかった様です。

　それでは、　それでは、何故木造の搭は地震に強いのでしょうか。何故木造の搭は地震に強いのでしょうか。そそ

れは、れは、搭の中心に心柱と呼ばれる太い柱で搭をしっかり搭の中心に心柱と呼ばれる太い柱で搭をしっかり

支えているからでしょうか。支えているからでしょうか。これは大きな誤解で、これは大きな誤解で、心柱心柱

で支えているのは、で支えているのは、相輪とよばれる、相輪とよばれる、最上部の飾りを支最上部の飾りを支

持しているだけです。持しているだけです。搭の構造自体はこの心柱に接続さ搭の構造自体はこの心柱に接続さ

れていません。れていません。その証拠に心柱が地盤まで延びていないその証拠に心柱が地盤まで延びていない

搭や、搭や、日光東照宮五重塔の様に鎖で吊り下げているもの日光東照宮五重塔の様に鎖で吊り下げているもの

もある様です。もある様です。

　地震で倒れないのは、　地震で倒れないのは、各層が積み上げ式で造られ、各層が積み上げ式で造られ、まま

た部材間の組手、た部材間の組手、仕口などがかなり自由度のある結合方仕口などがかなり自由度のある結合方

式となっているため、式となっているため、地震力を剛で弾き返すのではなく、地震力を剛で弾き返すのではなく、

各層毎にゆらゆらと揺れて、各層毎にゆらゆらと揺れて、力を分散する柔構造になっ力を分散する柔構造になっ

ているからです。ているからです。この柔構造の考えが、この柔構造の考えが、現在の超高層ビ現在の超高層ビ

ルの構造の基本になっています。ルの構造の基本になっています。

　多重搭が地震に強い構造だと最初から解って建ててい　多重搭が地震に強い構造だと最初から解って建ててい

たのでしょうか、たのでしょうか、私はそうではなく、私はそうではなく、結果的にそうなっ結果的にそうなっ

たのではないかと思っています。たのではないかと思っています。

ニュースニュース

「「  木造の搭の話し木造の搭の話し  」」

　　建築業界のニュースが日本全国を震撼させ、建築業界のニュースが日本全国を震撼させ、テレテレ

ビ、ビ、新聞をにぎわせた年でした。新聞をにぎわせた年でした。この業界に、この業界に、永年携永年携

わる者としましては、わる者としましては、大変残念でもあります。大変残念でもあります。全部が全部が

悪いニュースではありませんが、悪いニュースではありませんが、年頭に当たり、年頭に当たり、20052005

年度の悪いニュースをピックアップして並べてみま年度の悪いニュースをピックアップして並べてみま

す。す。

　１番は何といっても構造計算書の偽造建物の事件で　１番は何といっても構造計算書の偽造建物の事件で

しょうか、しょうか、２番目が、２番目が、アスベスト健康被害問題、アスベスト健康被害問題、３番３番

目が悪質リフォーム業者の事件、目が悪質リフォーム業者の事件、４番目違法ビスの問４番目違法ビスの問

題で題で1,0001,000戸が補修騒ぎ事件、戸が補修騒ぎ事件、そのほかにも色んなこそのほかにも色んなこ

とがありましたが、とがありましたが、どの件も、どの件も、行政の対応が、行政の対応が、後追い後追い

の連続で、の連続で、何を信じれば良いのかと考えさせられる一何を信じれば良いのかと考えさせられる一

年でした。年でした。今年はこのような事件が新たに起こらない今年はこのような事件が新たに起こらない

様に祷っています。様に祷っています。又、又、真面目に建築をされている技真面目に建築をされている技

術者のほうが圧倒的に多い事を世の中の方に解って貰術者のほうが圧倒的に多い事を世の中の方に解って貰

えるように業界全体が努力することの、えるように業界全体が努力することの、元年にしない元年にしない

といけないと思いました。といけないと思いました。詳しいことは住まいの情報詳しいことは住まいの情報

発信局　発信局　http://www.sumai-info.jp/http://www.sumai-info.jp/　が有ります　が有ります

ので、ので、ご参照下さい。ご参照下さい。

                                                                （猪谷（猪谷・・記）記）

　　　　

　　

◆◆  ひとことひとこと  ◆◆

　　19991999 年から始めましたセミナーも計年から始めましたセミナーも計 6161 回目とな回目とな
る、る、昨年昨年1111 月月 2626 日に多くの参加者を得て無事終了日に多くの参加者を得て無事終了
しました。しました。早いもので、早いもので、満７年続ける事ができまし満７年続ける事ができまし
た。た。セミナー当日の準備から、セミナー当日の準備から、セミナー前にはテーセミナー前にはテー
マの検討、マの検討、広報、広報、などを毎回、などを毎回、メンバー全員で行なっメンバー全員で行なっ
てきました。てきました。メンバーの協力と皆さんの参加があっメンバーの協力と皆さんの参加があっ
てこそ続けられたと思います。てこそ続けられたと思います。そして、そして、皆さんには、皆さんには、
すまいづくりに、すまいづくりに、少しでも役に立てて頂いたと、少しでも役に立てて頂いたと、自自
負しております。負しております。心より感謝いたします。心より感謝いたします。
　今年から１年間は来年に向けて、　今年から１年間は来年に向けて、より充実したセより充実したセ
ミナーをする為の充電期間とする為、ミナーをする為の充電期間とする為、メンバー自身メンバー自身
の勉強会を行ないたいと思いますので、の勉強会を行ないたいと思いますので、定期セミ定期セミ
ナーはしばらく休止したいと思います。ナーはしばらく休止したいと思います。特別セミ特別セミ
ナーや現場見学会などは不定期に開催する事があるナーや現場見学会などは不定期に開催する事がある
かもしれませんが、かもしれませんが、その時は皆様にはその時は皆様にはHPHPやはがき等やはがき等
で案内を出したいと思いますので、で案内を出したいと思いますので、是非又ご参加く是非又ご参加く
ださい。ださい。これからもよろしくお願いいたします。これからもよろしくお願いいたします。
                              　　　　　　　（メンバー一同　　　　　　　（メンバー一同・・記）記）

■ネットワーク７本の木　メンバー■ネットワーク７本の木　メンバー

【設計者】【設計者】

　坂田泰志　坂田泰志　　((有有))新新・・すまいシステムすまいシステム

　富本　亨　富本　亨　アトラス㈱建築設計事務所　　　アトラス㈱建築設計事務所　　

　松本元子　松本元子　松本建築事務所　　　　　　　　　松本建築事務所　　　　　　　　

【施工者】【施工者】

　猪谷勇三　　猪谷勇三　株式会社　猪谷工務店　　　　　株式会社　猪谷工務店　　　　　

　堀　勝美　堀　勝美　堀　建設　株式会社　　　　　　　堀　建設　株式会社　　　　　　

大阪市大阪市  ℡℡06-4800-868606-4800-8686

大阪市大阪市  ℡℡06-6226-015706-6226-0157

奈良市奈良市  ℡℡0742-70-38480742-70-3848
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　当初仏塔は仏舎利を納　当初仏塔は仏舎利を納

める神聖な建物で、める神聖な建物で、相輪の相輪の

真下に仏舎利が納められ真下に仏舎利が納められ

ていました。ていました。相輪と仏舎利相輪と仏舎利

をつなぐために立てられをつなぐために立てられ

たのが心柱であります。たのが心柱であります。

時代とともに、時代とともに、仏舎利の奉仏舎利の奉

安は形式化され、安は形式化され、仏像の安仏像の安

置が主となり、置が主となり、心柱も最下心柱も最下

層まで延ばさず、層まで延ばさず、空間の確空間の確

保が重要になったのだと保が重要になったのだと

思われます。思われます。また仏像などまた仏像など

の上層部に上がるというの上層部に上がるという

ことは、ことは、ありえないことでありえないことで

あり、あり、上層部の内部を広く上層部の内部を広く

使う事は考えず、使う事は考えず、複雑な木複雑な木

組みが可能になり、組みが可能になり、結果的に地震に倒れにくい柔構造に結果的に地震に倒れにくい柔構造に

なったのではないかと思っています。なったのではないかと思っています。

　今年の初詣でに、　今年の初詣でに、薬師寺にお参りしたのですが、薬師寺にお参りしたのですが、三重三重

塔の美しさにはいつも圧倒されてしまいます。塔の美しさにはいつも圧倒されてしまいます。このバラこのバラ

ンス感覚は日本独自のものですし、ンス感覚は日本独自のものですし、相輪の様にほとんど相輪の様にほとんど

目に見えないところまで、目に見えないところまで、細かな装飾が施されているこ細かな装飾が施されているこ

とには驚くばかりです。とには驚くばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　                                              　　  （堀（堀・・記）記）

 


